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「村の成り立ち」
貞
じょうじ

治３年（1364）猿投神社の猿投半行社勧進帳に莇生郷という地名が記され
ている。本殿改修費用をどこから集めたかを記載した文書で莇生村人が
四百五十文を献上したと記している。この頃、すでに村の形があったと思われる。
戦後、この地で古代中世時代の猿投窯

よう

が発見され、莇生でも数多くの窯跡が
見つかった。古代に焼き物が栄えたということで奈良平安時代から人々が暮ら
していたと推測される。江戸時代の初期にはすでに北莇生村（本郷）と南莇生
村に分かれていた。集落は莇生本郷、南莇生、少し遅れて莇生新田の順に形成
され、明治14年（1881）に莇生村となった。

①莇生神社
創立年代は不詳であるが、貞治
年間、塚本源太夫信盛が子政喜に
遺命して、南莇生村に氏神として
正八幡宮を建立した。明治42年
（1909）八幡社、愛

あた

宕
ご

神社等をあ
わせて莇生神社と改称した。拝殿
は宮大工（小野田又蔵）の建立で
ある。
祭り神が多いのが特長で天照大
御神等34柱ほどある。現在、お祭りでは巫

み

女
こ

舞
まい

、棒の手が奉納されているが、
戦前は村芝居（歌舞伎）角力（相撲）献馬等が華やかに行われていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

莇生神社拝殿

莇生

③

⑦
⑧

⑨

⑩

④

①

は寺社

（本郷）

南莇生

北莇生

（新田）

⑤

⑥
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②村芝居（歌舞伎）
村芝居は幕末から戦後にかけて祭礼など
の余興として地域の人々による芝居が行わ
れていて、特に莇生は盛んであった。明治
31年（1898）11月１日に行われた村芝居の
上演演目と配役を記した額が奉納された。
現在はみよし市立歴史民俗資料館に委託
保管されている。

③禮
らい

善
ぜん

寺
じ

浄土真宗大谷派。創立年代は
不詳。
寛文11年（1671）祐閑を中興
開山とし、明治10年（1877）に
住職源浄の死去に伴い子の源晃
が沢田某に譲り渡したとされる。
その後、明治26年（1893）９月
尾張国海東郡神島田村唐臼（現
津島市）にある安

あん

託
たく

寺
じ

の慈顕は、
長男に寺を譲り当寺に入ったと
いう。…

④無量寺
曹洞宗。創建については、尾張
国横根城主伊豆原六郎左衛門重房
が、桶狭間の合戦に巻き込まれ、
戦死した家来の菩提を弔うために
十一面観音を奉

ぶじょう

請し、南
なんめいざん

溟山無量
寺と号したことに始まる。以前は
莇生神社の鳥居前にあったが元禄
11年（1698）現在の地に移り高根
山無量寺と改めた。

村芝居奉納額

本　堂

無量寺本堂

莇生

禮善寺本堂
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⑤本郷の常夜灯
文化４年（1807）「丁

ていぼう

卯年十一
年村中安全」と刻んである。以前
は集落の南、県道米野木莇生線を
少し入った所にあったが、区画整
理の折に禮善寺前の道路を挟んだ
斜め向かいに移動した。
莇生神社の方に向いて建ってい
る。

⑥不動明王
不動明王は修

しゅげん

験宗旧理
法院の本尊で、創建は修
験宗全盛の南北朝時代と
される。
明治６年（1873）廃院
となり、小堂に安置され
た。石像の不動明王の他
に弘法大師、波切不動が
祀られている。

…

⑦岩蔵寺
曹洞宗で元和５年

（1619）年創建。現
在の本堂は昭和52年
（1977）に再建され
たもので、寺内には
三十三観音、地蔵菩
薩座像が安置され、
弘法堂も境内にある。

本郷常夜灯

岩蔵寺本堂

莇生

不動明王
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⑧南莇生の常夜灯と八幡神社
常夜灯には、文化８年（1811）
と刻んであり、八幡神社の前に
建っている。以前は莇生バス停
のあたりに立っていた。南莇生
の八幡神社は明治42年（1909）
に莇生神社に合祀されたが、南
莇生に災難が続いたため、元の
地の南山に戻した。

⑨薬王寺
曹洞宗。寛政５年（1793）
三河国宝林寺の梅橋の隠居
所として発足したという。
明治15年（1882）以来、
無量寺説教所とも称したが、
大戦後、曹洞宗薬王寺とな
った。当時から「庵主さん」
と呼ばれ通称とし、尼僧が
嫁入り前の女性に教育する
所でもあった。

…⑩愛
あた

宕
ご

神社
莇生新田の守り神で、祭り神は火
の神「カグツチノミコト」である。
明治６年（1873）に莇生神社に合祀
されたが、その後新田の切で災害が
多く発生した為、昭和30年（1955）
新田の切に戻された。莇生の氏神は
莇生神社だが二重氏子となってい
る。

南莇生常夜灯と八幡神社

薬王寺本堂

莇生

愛宕神社

薬王寺
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福谷の成立
福谷で人が生活をしていたという証は、猿

さなげよう

投窯の発掘調査により、８世紀頃
と思われる。当時全国最大規模の陶器生産拠点であったので、多くの陶工が従
事し、生活していた。浮谷（福谷）の地名が最初に出てくるのは、猿投神社の
勧進に…貞

じょうじ

治３年（1364）とある。歴史上、福谷（浮谷）の地名が多く記載さ
れるのは「福谷城の戦い（弘治２年（1556）又は永禄２年（1559）の２説があ
る）」からである。

①福谷寺 
　浄土真宗大谷派。以前の寺
は、福谷城の下、集落の旧街
道の横にあったが、令和２年
（2020）から現在地に移転し
た。寺の創立は、親

しんらんしょうにん

鸞聖人御
絵像の裏書きから、元亀２年
（1571）のころである。福谷
城の戦い後に、亡くなった武
士を弔うため、念仏の庵とし
て建立されたと推測される。

福谷

③

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨

②

④

④

①

は寺社

福谷寺本堂
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②帰西寺 
浄土宗。門をくぐると、
寄棟造りの本堂が石灯籠を
前にして建っている。寺の
沿革は、延宝５年（1677）
３月（西加茂郡誌）とある。
開山上人は、暁蓮社順誉清
元和尚と位牌に記され、歴
代住職の位牌に浄土宗の蓮

れん

社
しゃ

号
ごう

と誉
よ

号
ごう

が記載されている。

③又助地蔵
帰西寺の境内に、３体のお地蔵さんが祀ら
れている。このうちの一体が「又助地蔵さん」
と呼ばれ親しまれている。むかし、仲田橋付
近にもう１体のお地蔵さんと並んで祀られて
いた。河川改修のとき大水で流されて行方が
わからなかった。その後、川底に沈んでいる
のが見つかり、旧公民館横に辻地蔵と馬頭観
音と一緒に祀られた。区民会館の建て替にと
もない帰西寺境内に移設された。

④常夜灯 
上之切と寺ノ前にあり、みよし市でも古い常
夜灯である。最近まで、秋葉講の人が当番で、
毎晩拝んでロウソクに火を灯

とも

していた。安永９
年（1780）と天明３年（1783）に建立された。

福谷

帰西寺本堂

又助地蔵

上之切の常夜灯
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⑤福谷八柱社 
福谷集落の発祥地と考
えられる薬師洞に、八柱
社がある。創建年代はは
っきりしないが、社殿の
隣に由緒ある薬師堂、南
に実相院（オシャクチ）
さんがあったことから、
福谷最古の勧

かんじょう

請と考えら
れる。現在の八柱社は、
昭和47年（1972）に本殿
をはじめ諸殿の造営を行
った。境内の南側に約

10mの龍の石組がある。神社の地下にある龍脈（水脈）がパワースポットにな
っているので、その象徴として作庭されたかもしれない。

⑥薬師堂 
薬師如来様の例祭は、旧暦の10
月、「八日薬師」と「十二薬師」
を開催し、講の輪番で経をあげて
接待を行う。また12年ごとの寅年
には、盛大に御開帳を行う。室町
時代後期に、福谷城主糟谷源左ヱ
門は仏堂を寄進した。その後元禄
時代に、伊保城主本多弾正少弼は、
眼病を治してほしいと祈願したところ治ったため、厨

ず

子
し

を寄進した。昭和51年
（1976）12月26日に、お堂の新築竣工開

かい

扉
ひ

の大祭を行った。眼病にご利益があ
るお薬師様としての参詣者が多い。

⑦福谷城址 
　福谷城跡は、遺構が多く残っている歴史的価値の高い城跡である。市は、昭
和59年（1984）から地形測量・文献調査を行っている。
福谷城跡は、境川とその支流小石川に挟まれた舌状の丘陵地の先端に位置し、

福谷

福谷八柱社
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主部とその周囲に複数の曲
くる

輪
わ

、
櫓
やぐら

、堀、土塁などを配した平
山城である。築城年代ははっ
きりしないが、戦国時代に三
河と尾張との国境の城として
攻防の舞台となった。戦国時
代における「福谷城の戦い」
は『家忠日記増補追加』、『東
照軍鑑』などに記録があり、
弘治・永禄年間に守備する今
川方の酒井忠次らと、攻撃す
る織田方の柴田勝家との間に
激しい攻防があり、今川方が
防戦したことを伝えている。

⑧市場古墳 
市場古墳は昭和37年（1962）５月、
鈴木氏が所有する福谷城址南端の山
（土塁跡）を崩して稲荷社の造営をし
た際、古松の根本から土器類を発見し
た。出土品はこれのみであった。掘り
起した土中に数片の土

は

師
じ

器
き

の破片を採
集した。古墳の様式は、石組の中に埋
められていて詳細は不明である。極め

て小規模のものと考えられている。

⑨一間道路
福谷で唯一現存する江戸時代
からのさと道である。他の場所
は、拡幅されたり、付け替えら
れたりして、この１カ所だけ現
存する。

福谷

出土品

1560年頃の予想復元図
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①黒笹八幡神社

黒笹村は、江戸時代初期に福谷村の出郷から独立した。元禄８年（1695）の
棟札が残る。御祭神は誉

ほんだわけのみこと

田別尊である。秋季例大祭には、三好棒の手保存会に
より棒の手が奉納される。

②法春寺
浄土真宗大谷派。
　〈主な行事〉
　彼

ひ

岸
がん

会
え

（春、秋）
　報恩講・女人報恩講（12月）

鳥 居
秋季例大祭（棒の手奉納）

南から山門、本堂を望む

③

⑥
⑦

⑧

②
①

黒笹
は寺社
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③観
かん

音
のん

寺
じ

曹洞宗。古くは観音堂と
称して、住職は尼

に

僧
そう

が多か
った。
　〈主な行事〉
　大

だい

般
はん

若
にゃ

（１月）
　大
だい

施
せ

餓
が

鬼
き

会
え

（８月）

④黒笹村文
もん

書
じょ

黒笹村には江戸時代から昭和時代までの公文書が保管されていた。昭和20年
(1945)までの文書は、みよし市立歴史民俗資料館にあずけられ、閲覧すること
ができる。

黒笹村文書内訳

　私領村
むらかがみ
鑑

享保13年(1728)当時は、御
ごりょう

料（幕府領）と私領（巨
こ

勢
せ

氏）の相
あいきゅう

給（一つの村に複数の領主が存在すること）
であった。
この村鑑は、巨勢大和守の代官に差出された当時の
村制一覧である。

（「黒笹区誌」より）

分　類 内　　容 点　数 分　類 内　　容 点　数
Ａ 法令・制定・治安 309 Ｋ 租税 146
Ｂ 凶災・救恤 36 Ｌ 水利・土木・普請 178
Ｃ 村政・村財政 594 Ｍ 農業・諸産業 99
Ｄ 戸口・戸数 259 Ｎ その他 65
Ｅ 売買・金銭貸借 149 Ｏ 民俗・芸能 13
Ｆ 無尽・金融一般 58 Ｐ 教育・教養 48
Ｇ 家 15 Ｑ 絵図・地図 113
Ｈ 寺社・宗教一般 83 Ｒ 軍事 22
Ｉ 土地・開発・林野 617 Ｓ 議会・選挙 29
Ｊ 年賀・免定・割付 763 合　　計 3,596

黒笹

観音寺本堂
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江戸時代中期の村絵図
黒笹村の村役人から出された村絵図
には、二

にけあいきゅう

家相給の領主に属する農民が
色分けされている。私領の農民は黄色、
御
ごりょう

料（幕府領）の農民は赤色で示され
ている。
享保３年（1718）当時
　・御料（幕府領）
　・巨勢丹波守（旗本領）

⑤明治後期の黒笹付近
黒笹村は江戸時代には交通の便
は良くなかった。明治時代になっ
て飯

いい

田
だ

街道の拠点伊
い

保
ぼ

につながる
伊保道

みち

が整備されたり、三好村と
のつながりが強くなったりして交
通の便が良くなった。

他
たごう
郷とのつながり
三好村の呉服屋がお得意先の家
を廻

まわ

るのに便利な地図を作り保存
されていた。その図には個々の家
だけでなく目印の辻

つじ

地蔵も記され
ていた。

明治時代の村絵図

黒笹

江戸時代中期の村絵図
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⑥辻地蔵
　黒笹から伊保への道しるべとなっ
たお地蔵さん。

⑦名鉄豊田線開通、黒笹駅開業－昭和54年（1979）
黒笹地区は、名鉄豊田新線（当時の名称）によって大きく変わった。それま

でのへんぴな黒笹から交
通の便利な住宅地になっ
たのである。地域開発の
原動力となったのが、鉄
道の開通である。三好町
と地元住民から成る三好
ヶ丘第三特定土地区画整
理組合の協力によって宅
地造成が進み、住宅地と
しての発展が始まった。

⑧黒笹公園と三好ヶ丘配水場
黒笹の高台に設置された配水
場は、おかよし地区住宅地一帯
の配水場として建設された。
（平成５年〈1993〉３月）。
町と黒笹区は緑地保全と市民
公園として黒笹公園を開設して
使用を始めた（平成15年〈2003〉
３月31日）。

黒笹公園と三好ヶ丘配水場

黒笹

江戸時代中期の村絵図

昔の辻（現在の広
ひろ
久
く
伝
て
公園の南東にある）


